
各国の踊りを披露 大
自
然
の
生
命
力

■
ス
ギ（
杉
）■

国際交流新春パーティー
市国際交流協会主催の新春

交流パーティーが１月１７日、
市民ふれあいセンターで行わ
れ、７か国、約１５０人が参加
しました。
パーティーの中では、もち

つきやタイの踊り、ヒップホ
ップダンス、よさこいソーラ
ンなどが披露されました。
踊りが始まると、初めての

人たちも見よう見まねで踊り
に参加。大いに盛り上がり、
会場は笑い声と熱気に包まれ
ました。

・幹周り 右５．０ｍ・左４．５ｍ
・樹高 約２５ｍ
・葉張り １９ｍ
・推定樹齢 ５３０年
・所在地 豊栄地区木積 白山神社境内

問産業振興課商工労政室!７３ー００８９

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介

◆
植
木
見
本
園
の
展
示
内
容
を
２

月
１
日
か
ら
一
新
。
生
産
者
が
季

節
に
合
わ
せ
て
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
植
木
や

花
木
が
、
所
狭
し
と
並
び
ま
す
。

◆
大
人
気
の
郷
土
料
理
レ
ス
ト
ラ

ン
「
里
の
香
」。里
の
香
う
ど
ん
、

お
い
し
ん
ぼ
定
食
、
生
姜
焼
き
定

食
は
特
に
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。ま
た
、

今
月
中
旬
ま
で
の
間
、
季
節
限
定

「
特
製
昼
食
」
を
ご
用
意
。
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
、ぜ
ひ
ご
賞
味
を
。

◆
毎
週
土
・
日
・
祝
日
は
パ
ー
ク

名
物
焼
き
芋
、
野
菜
入
り
ワ
ン
タ

ン
ス
ー
プ
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

２
月
の
臨
時
休
館
日
…
１６
日（
月
）

問
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
八
日
市
場

!
７０
・
５
０
８
０

週
末
は
何
か
が
あ
る
！

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
情
報

サケは良質のタンパク質が多く、豊富に含まれるＤＨＡなどが血
管の老化を防ぐといわれています。 栄地区保健推進員
◆材料（２人分）
生サケ…２切れ 塩…少々 コショウ…少々 キュウリ…３０ｇ ト
マト…６０ｇ タマネギ…１０ｇ パセリみじん切り…少々
【Ａ】酢…大さじ２ 塩…少々 コショウ…少々 オリーブオイル
…大さじ１
◆作り方
①サケに塩・コショウをふりかけ、グリルで焼く。
②キュウリ、タマネギ、トマト、パセリはみじん切りにし、【Ａ】を
入れよく混ぜ合わせる。
③①のサケに②のソースをかけて盛りつけ、オリーブオイルをかける。
◆１人分栄養価
エネルギー１７４ｋｃａｌ タンパク質１３．７ｇ カルシウム１４ｍｇ 塩分０．６ｇ

季
節
限
定
メ
ニ
ュ
ー
登
場

薬薬物物乱乱用用ははダダメメ！！ゼゼッッタタイイ！！
若若いい人人たたちちのの中中ににはは「「１１回回だだけけなならら平平気気だだろろうう」」とと、、覚覚せせいい剤剤やや麻麻

薬薬をを安安易易にに使使用用ししててししままうう人人ががいいまますす。。
ししかかしし、、薬薬物物はは一一度度ででもも使使用用すすれればば脳脳やや神神経経がが侵侵さされれ、、二二度度とと元元のの

健健康康なな身身体体をを取取りり戻戻すすここととががででききななくくななりりまますす。。
薬薬物物のの相相談談機機関関……県県精精神神保保健健福福祉祉セセンンタターー!!００４４３３ーー２２６６３３ーー３３８８９９３３、、県県警警ヤヤ
ンンググテテレレホホンン!!００１１２２００ーー７７８８３３ーー４４９９７７ままたたはは最最寄寄りりのの警警察察署署、、保保健健福福祉祉セセンン
タターー（（保保健健所所））へへ 問問千千葉葉県県健健康康福福祉祉部部薬薬務務課課!００４４３３ーー２２２２３３ーー２２６６２２００

利用者に人気のレストラン「里の香」

この地を見下ろす峰に立つ大杉は、夫婦大杉と
呼ばれ、長寿・円満のご神木となっています。

巨
樹
・
古
木
!

国を超え、世代を超えてみんなで dance!

健健

康康

生生

活活

サ
ケ
の

ラ
ビ
コ
ッ
ト

ソ
ー
ス
が
け
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健健康康
福福祉祉 長

寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
支

払
方
法
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
「
年
金
か
ら
の
支
払
い
」
と
「
口

座
振
替
」の
選
択
制
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

市
民
課
保
険
料
班
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
２
月
６
日

（
金
）ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、

平
成
２１
年
４
月
分
の
年
金
か
ら
の

支
払
が
中
止
さ
れ
、
７
月
か
ら
口

座
振
替
で
支
払
い
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
支
払
総
額
は
変
わ
り

ま
せ
ん
）。な
お
、
右
記
の
期
限
を

過
ぎ
て
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、

年
金
か
ら
の
支
払
中
止
は
６
月
分

以
降
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
①
２
年
間
国
民

健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
な
か

っ
た
人
が
口
座
振
替
で
支
払
う
場

合
②
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
が
、

本
人
（
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円

未
満
）
に
代
わ
っ
て
口
座
振
替
で

支
払
う
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
制
限
が
な
く
な

り
ま
し
た
（
こ
れ
ま
で
の
納
付
状

況
な
ど
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
）。

※
普
通
徴
収
の
方
で
第
８
期
の
２

月
分
の
納
付
期
限
は
、
３
月
２
日

（
月
）
で
す
。
納
期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
保
険
料
班
!
７３
・
０
０
８
６

保
険
料
の
支
払
方
法

長長
寿寿
医医
療療
制制
度度

職
種
…
介
護
福
祉
士

採
用
予
定

人
数
…
２
名

受
験
資
格
…
昭
和

４８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
資
格
取
得
者
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
方

受
付
期
間
…
２
月
１

日
〜
２７
日
（
土
日
祝
除
く
）
申
し

込
み
…
病
院
備
え
付
け
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
病
院
事

務
局
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。
郵
送

の
場
合
は
簡
易
書
留
「
採
用
試
験

申
込
」
と
朱
書
き
の
こ
と

試
験

日
…
３
月
１０
日
（
火
）
試
験
場
所

…
そ
う
さ
ぬ
く
も
り
の
郷

試
験

方
法
…
筆
記
（
作
文
）
お
よ
び
面

接
（
口
述
）
採
用
日
…
平
成
２１
年

４
月
１
日
以
降

問
市
民
病
院
事
務
局
（
〒
２
８
９

ー
２
１
４
４

匝
瑳
市
八
日
市
場

イ
１
３
０
４
番
地
）
!
７２
・
１
５

２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
７２
・
２
９
２
６

そそ
うう
ささ
ぬぬ
くく
もも
りり
のの
郷郷

◆
重
度
知
的
障
害
者
福
祉
手
当

在
宅
の
重
度
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
の
程

度
が
!
の
１
、!
の
２
、!
、Ａ
の
１
、Ａ
の
２
で

あ
る
人
ま
た
は
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
重
度

と
判
定
さ
れ
た
２０
歳
以
上
の
人
）
ま
た
は
そ
の

人
を
介
護
す
る
同
居
の
家
族
に
支
給
し
ま
す
。

◆
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当

居
宅
に
お
い
て
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
で
、

日
常
生
活
に
介
護
を
要
す
る
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
つ
人（
２０
歳
以
上
６５
歳
未
満
）ま
た
は
そ
の

人
を
介
護
す
る
同
居
の
家
族
に
支
給
し
ま
す
。

※
右
記
の
２
手
当
は
、
特
別
障
害
者
手
当
等
の

受
給
者
や
介
護
保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
（
年

度
通
算
７
日
以
内
の
短
期
入
所
利
用
を
除
く
）

を
受
け
た
人
ま
た
は
そ
の
人
を
介
護
す
る
同
居

の
家
族
へ
は
、
支
給
し
ま
せ
ん
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
を

有
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
要
す
る
２０
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者

に
支
給
し
ま
す
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有
す
る

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
要

す
る
２０
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
に
支
給
し
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
の
受
給
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
障
害
程
度
の
審
査
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
班
!
７３
・
０
０
９
６
、
保
健
福

祉
室
!
６７
・
３
１
１
８

各各
種種
手手
当当

はじめまして。昨年１０月より市民病
院内科に来ました鈴木映未由と申しま
す。今回は、病気そのもののお話では
なく、私から皆さんにお願いしたいこ
とについてお話しようと思います。
何らかの病気で通院中の人、薬を毎

日飲んでいる人へのお願いです。普段
通っている病院とは違う病院に受診す
るとき、初めて診察を受ける医師に「何
の病気で」「何の薬をどれだけ飲んで
いるか」を教えてほしいのです。「な

んだかよくわからないけど、○○病院
にかかっている」「名前はわからないけ
どピンクの血圧の薬を１日１粒飲んで
いる」と言う人にしばしばお会いしま
すが、残念ながら私たちにはそれだけ
では全くわからないのです。診察した
のが夜中で、かかりつけの病院に電話
して聞くことはできないかもしれない
し、ピンク色をしている薬は何種類も
あります。
なぜもともとの病気と薬を知りたい

かといいますと、それが診断や治療方
針を考えるときの大きな手助けになる
からです。きっと皆さんが想像してい
るよりもはるかに大事な情報です。例
えば、ある薬を飲んでいる人が、食欲
がないと言って普段のかかりつけとは

別の病院を受診したとしましょう。診
察した医師は食欲低下の原因をあれこ
れ悩みます。薬の中には量が多いと中
毒をおこして体調をくずしてしまうも
のが時々あるのですが、薬の名前がわ
かれば、「もしかして中毒かな？」と
考えるヒントになります。
つまり、自分の病名と受けている治

療・薬を知っておくことが、ご自分の
身を守ることにつながるのです。本人
にとってそれが困難な場合には、家族
が管理してあげてください。薬に関し
ては、お薬手帳を活用するのがとても
効果的です。そして、病名と薬をしっ
かり把握している人に対して、私たち
医療者側も「信頼できそうな人だなあ」
という気持ちになるのです。

自分の病名と薬、
知っていますか？

匝瑳市民病院
内科医師 鈴木映未由

れれここれれああ療療治治とと気気病病

該
当
す
る
場
合
は
申
請
を

職
員
採
用
試
験
案
内
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